
二
四
六

茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
茉
莉
花
と
「
茉
莉
花
」
詩
に
つ
い
て 

―
森
春
濤
・
森
槐
南
と
そ
の
周
邊
―

安
原
大
熙

は
じ
め
に

　
幕
末
明
治
期
の
漢
詩
人
森
春
濤
（
一
八
一
九
―

八
九
）
は
、
明
治
初
期
の
漢
詩
壇

に
淸
詩
の
淸
新
な
風
趣
を
導
入
し
、
一
世
を
風
靡
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

特
に
、
彼
や
そ
の
弟
子
が
『
新
文
詩
』『
花
⺼
新
誌
』
を
は
じ
め
と
す
る
詩
文
雜

誌
上
に
お
い
て
竹
枝
な
ど
の
艷
詩
を
盛
ん
に
創
作
し
た
こ
と
は
、
森
鷗
外
が
小
說

『
雁（

（
（

』
の
第
壹
章
に
お
い
て
「
倂
し
ま
だ
新
し
い
小
說
や
腳
本
は
出
て
ゐ
ぬ
し
、

抒
情
詩
で
は
子
規
の
俳
句
や
、
鐵
幹
の
歌
の
生
れ
ぬ
先
で
あ
つ
た
か
ら
、
誰
で
も

唐
紙
に
摺
つ
た
花
⺼
新
誌
や
白
紙
に
摺
つ
た
桂
林
一
枝
の
や
う
な
雜
誌
を
讀
ん
で
、

槐
南
、
夢
香
な
ん
ぞ
の
香
奩
體
の
詩
を
最
も
氣
の
利
い
た
物
だ
と
思
ふ
位
の
事
で

あ
つ
た（

（
（

。
僕
も
花
⺼
新
誌
の
愛
讀
者
で
あ
つ
た
か
ら
、
記
憶
し
て
ゐ
る
。」
と
言

及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
次
世
代
を
擔
う
靑
少
年
に
も
廣
く
認

知
さ
れ
た
。
ま
た
森
春
濤
は
、
そ
の
餘
り
に
艷
冶
な
詩
風
に
よ
っ
て
同
時
代
の
漢

詩
人
か
ら
「
詩
魔
」
と
揶
揄
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が（

（
（

、
こ
の
こ
と
も
彼
の
惹
き

起
こ
し
た
艷
詩
の
流
行
が
、
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
證
左
と
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
黎
明
期
の
明
治
社
會
に
お
い
て
特
異
的
な
存
在
で
あ
っ
た
森
春

濤
の
艷
詩
は
、
近
年
の
學
界
に
お
い
て
㊟
目
を
集
め
て
お
り
、
例
え
ば
日
野
俊
彥

『
森
春
濤
の
基
礎
的
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）、
合
山
林
太
郞
『
幕
末
・

明
治
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
文
の
硏
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
年
）、
陳
文
佳

『
森
春
濤
的
香
奩
詩
受
容
與
漢
詩
創
作
』（
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）

の
よ
う
に
彼
の
作
品
を
テ
ー
マ
と
し
た
論
群
は
陸
續
と
出
現
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
韓
偓
・
陳
碧
城
の
香
奩
體
や
、
王
漁
洋
の
神
韻
說
な
ど
、
近
世
以
前
の

中
國
古
典
詩
か
ら
森
春
濤
は
如
何
な
る
ポ
エ
ジ
ー
を
受
容
し
た
の
か
と
い
う
角
度

か
ら
分
析
し
た
硏
究
は
多
く
存
在
す
る
も
の
の
、
彼
が
次
世
代
の
漢
詩
人
・
文
學

者
に
與
え
た
影
响
に
關
す
る
考
察
に
つ
い
て
は
未
だ
十
分
と
は
言
え
ず（

（
（

、
考
證
の

餘
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
江
戶
時
代
以
前
の
艷
文
學
―
森
春
濤
の
一
派
が
創
作
し
た
艷
詩
も
、
基
本
的
に

は
こ
の
系
譜
を
繼
承
す
る
―
と
近
代
戀
愛
文
學
を
繫
ぐ
ト
ン
ネ
ル
が
何
處
に
㊒
る

の
か
と
い
う
話
題
に
つ
い
て
、
齋
藤
希
史
『
漢
文
脈
と
近
代
日
本
』
は
「
情
」
と

い
う
主
題
に
お
い
て
、
こ
の
二
者
が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
で
は

具
體
的
に
は
、
江
戶
時
代
以
前
、
も
し
く
は
そ
の
系
譜
を
引
き
繼
い
で
い
る
明
治

初
期
～
中
期
の
艷
文
學
の
、
如
何
な
る
要
素
が
近
代
戀
愛
文
學
―
よ
り
敷
衍
し
て

解
釋
す
る
な
ら
ば
、
近
代
浪
漫
主
義
文
學（

（
（

の
世
界
と
換
言
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
―

へ
と
繼
承
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
時
に
、
そ
の
答
え
は
決
し



茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
茉
莉
花
と
「
茉
莉
花
」
詩
に
つ
い
て

二
四
七

て
一
つ
で
は
な
く
、
複
數
想
定
さ
れ
う
る
だ
ろ
う（

（
（

。

　
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
今
述
べ
た
よ
う
な
視
野
、
展
望
の
も
と
に
議
論
を

展
開
し
つ
つ
、
森
春
濤
の
一
派
の
作
品
の
中
で
茉
莉
花
を
詠
じ
た
詩
に
着
目
す
る

こ
と
で
、
こ
の
問
い
へ
の
新
た
な
手
が
か
り
を
示
し
た
い
。
先
行
硏
究
に
お
い
て

は
こ
れ
ま
で
殆
ど
觸
れ
ら
れ
て
來
な
か
っ
た
が
、
彼
が
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）

に
創
設
し
た
「
茉
莉
吟
社
」
に
參
加
し
た
詩
人
の
詩
に
お
い
て
は
、
茉
莉
花
を
詠

じ
た
詩
が
度
々
目
に
留
ま
る
。

　
一
例
を
擧
げ
る
と
、
森
春
濤
の
弟
子
の
丹
羽
花
南
に
「
晚
涼
戲
詠
」（『
新
文
詩
』

第
十
集
に
所
收
）
と
い
う
七
言
絕
句
が
あ
る
。

1
晚
涼
如
水
洗
炎
塵（

（
（

、
2
茉
莉
一
株
香
可
親
。

3
參
透
滿
庭
秋
氣
味
、
4
此
花
的
是
我
前
身
。

　
晚
涼
水
の
ご
と
く
し
て
炎
塵
を
洗
ひ
、
茉
莉
の
一
株
　

香
　

親
し
む
べ
し
。

參
透
す
　

滿
庭
　

秋
氣
の
味
、
此
の
花
的あ
き

ら
か
に
是
れ
我
が
前
身
。

　
こ
の
絕
句
に
鈴
木
魯
（
蓼
處
）
は
「
艷
淸
可
妬
（
艷
淸
妬
む
べ
し
）」
と
評
を
附

し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
森
春
濤
の
一
派
に
お
け
る
茉
莉
花
の
詩
は
、
艷
的
ニ

ュ
ア
ン
ス
を
伴
っ
て
詠
ま
れ
る
こ
と
が
屢
々
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
森
槐
南
は
『
新
文
詩
』
の
後
繼
雜
誌
で
あ
る
『
新
新
文
詩
』
第
六
集

の
「
詩
話
」
に
お
い
て
、

所
謂
庸
♫
雜
奏
之
時
。
是
我
茉
莉
園
詩
派
之
所
以
不
得
不
專
標
擧
淸
新
。

　
い
は
ゆ
る
庸
♫
雜
奏
の
時
。
是
れ
我
が
茉
莉
園
詩
派
の
淸
新
を
標
擧
す
る

を
專
ら
に
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
所
以
な
り
。

と
、
茉
莉
吟
社
を
據
點
と
す
る
自
分
の
詩
派
を
「
茉
莉
園
詩
派（

（
（

」
と
表
現
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、「
茉
莉
」
と
い
う
タ
ー
ム
が
彼
ら
に
と
っ
て
重
要
な
意

味
を
㊒
す
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う（

（1
（

。

　
本
稿
の
第
一
節
「
茉
莉
凹
巷
處
に
關
す
る
考
察
及
び
『
茉
莉
花
』
詩
の
分
析
」

に
お
い
て
は
、
ま
ず
森
春
濤
の
上
京
後
の
寓
居
「
茉
莉
凹
巷
處
」
が
置
か
れ
て
い

た
環
境
に
つ
い
て
考
察
し
た
上
で
、
茉
莉
園
詩
派
の
人
間
に
と
っ
て
「
茉
莉
」
と

い
う
タ
ー
ム
が
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
意
義
を
㊒
し
て
い
た
の
か
？
と
い
う
問
題

に
關
し
て
、『
茉
莉
花
』
詩
の
分
析
を
手
掛
か
り
に
考
察
を
行
う
。
第
二
節
「
茉

莉
園
詩
派
に
お
け
る
「
茉
莉
花
」
詩
及
び
茉
莉
花
の
存
在
に
關
す
る
考
察
」
に
お

い
て
は
、
茉
莉
園
詩
派
內
に
お
い
て
艷
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伴
っ
て
い
た
「
茉
莉

花
」
詩
及
び
茉
莉
花
の
存
在
は
、
近
代
と
い
う
時
代
、
東
京
と
い
う
空
間
に
お
い

て
如
何
な
る
意
義
を
㊒
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
①
茉
莉
園
詩
派

の
外
部
に
居
た
人
び
と
の
視
點
や
、
②
「
支
那
趣
味
」
を
共
㊒
す
る
當
時
の
文
人

間
で
愛
好
さ
れ
て
い
た
明
淸
由
來
の
文
人
文
化
、
③
明
代
の
庭
園
理
論
ま
で
幅
廣

く
俯
瞰
し
た
上
で
、
論
を
展
開
す
る
。
茉
莉
花
の
表
象
を
浮
彫
に
す
る
過
程
で
、

森
春
濤
及
び
そ
の
後
繼
者
の
「
茉
莉
花
」
詩
か
ら
釀
し
出
さ
れ
た
艷
的
な
世
界
が
、

そ
の
後
の
近
代
浪
漫
主
義
的
な
世
界
の
形
成
に
ど
の
よ
う
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
の

か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

第
一
節
　�

茉
莉
凹
巷
處
に
關
す
る
考
察
及
び�

「
茉
莉
花
」
詩
の
分
析

　
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
十
⺼
十
五
日
、
森
春
濤
は
息
子
森
槐
南
と
妻
の
伊
藤

織
緖
を
伴
っ
て
、
そ
れ
ま
で
活
動
の
據
點
と
し
て
い
た
岐
阜
を
出
立
し
て
同
⺼
二

十
七
日
に
東
京
に
到
着
し
た
。
前
田
愛
『
枕
山
と
春
濤
　

明
治
初
年
の
漢
詩
壇（

（1
（

』

に
よ
る
と
、
上
京
當
初
は
、
門
弟
永
坂
石
埭
が
用
意
し
た
下
谷
三
枚
橋
ほ
と
り
の

住
居
に
入
っ
た
よ
う
だ
が
、
翌
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
の
初
春
の
こ
ろ
、
下
谷

摩
利
支
天
橫
丁
の
新
屋
「
茉
莉
凹
巷
處
」
に
新
た
に
居
を
構
え
た
よ
う
で
あ
る
。

彼
は
こ
の
地
に
お
い
て
、
茉
莉
吟
社
を
設
立
し
た
。

　『
新
文
詩
』
の
奧
付
を
確
認
す
る
と
、
茉
莉
凹
巷
處
は
三
た
び
轉
じ
て
い
た
こ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

二
四
八

周
邊
の
地
圖
を
附
し
て
お
く
（
圖
一
）。）

　
で
は
、
茉
莉
凹
巷
處
に
は
、
何
故
建
造
さ
れ
た
時
點
か
ら
「
茉
莉
」
の
名
が
含

ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
從
來
の
森
春
濤
に
關
す
る
文
獻
で
は
、
德
大
寺
に
祀

ら
れ
て
い
た
摩
利
支
天
と
緣
の
深
い
茉
莉
夫
人
よ
り
名
を
取
っ
た
こ
と
が
由
來
だ

ろ
う
、
と
指
摘
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
現
に
、
茉
莉
凹
巷
處
の
名
の
由
來
に
つ

い
て
、
森
春
濤
自
身
が
「
摩
利
天
の
鬼
子
母
が
茉
莉
夫
人
、
卽
ち
波
斯
匿
王
の
次

妃
で
す
。
鬼
子
母
神
と
は
つ
ま
り
茉
莉
夫
人
で
す（

（1
（

。」
と
筆
記
し
て
い
る
こ
と
か

と
が
分
か
る
。『
新
文
詩
』
第
一
集
～
第
三
十
三
集
ま
で
は
「
東
京
下
谷
仲
御
徒

町
三
丁
目
三
十
二
番
地
」
と
あ
る
が
、
第
三
十
四
集
～
第
四
十
二
集
に
は
「
東
京

下
谷
仲
御
徒
町
三
丁
目
七
十
一
番
地
東
側
」
と
あ
り
、
第
四
十
三
集
以
降
は
「
東

京
下
谷
仲
御
徒
町
三
丁
目
二
十
六
番
地
東
側
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

茉
莉
凹
巷
處
は
幾
度
か
場
所
を
移
し
な
が
ら
も
、「
下
谷
仲
御
徒
町
三
丁
目
」
の

內
部
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
で
は
、
森
春
濤
の
新
宅
の
周
邊
は
ど
の
よ
う
な
環
境
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

明
治
期
の
下
谷
廣
小
路
を
囘
憶
し
て
い
る
內
田
魯
庵
「
下
谷
廣
小
路（

（1
（

」
に
よ
る
と
、

「
仲
町
と
對
し
た
東
側
の
六
阿
彌
陀
、
今
の
瓦
煎
餠
の
角
を
折
れ
た
通
り
を
摩
利

支
天
橫
丁
と
呼
ん
だ
。
昔
は
水
天
宮
金
毘
羅
に
匹
敵
す
る
御
利
益
の
顯
著
な
神
で
、

⺼
々
の
御
緣
日
は
盛
つ
た
も
ん
だ
つ
た
。」
と
あ
り
、
書
店
も
多
く
賑
や
か
な
門

前
町
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
此
の
摩
利
支
天
橫
丁
か
ら
お
徒
士
町

へ
拔
け
る
あ
た
り
に
明
治
の
詩
壇
の
星
宿
た
る
槐
南
の
先
人
春
濤
翁
の
家
塾
が
あ

つ
た
。（
中
略
）
春
濤
翁
が
存
生
時
代
、
槐
南
は
マ
ダ
十
四
五
の
弱
冠
で
、
摩
利

支
天
橫
丁
の
麒
麟
兒
と
し
て
詩
壇
の
老
宿
達
に
舌
を
卷
か
し
た
。」
と
、
森
春

濤
・
槐
南
に
關
す
る
言
及
も
あ
る
。

　
そ
の
他
に
は
、
後
藤
利
光
『
森
春
濤
詩
抄（

（1
（

』
の
「
森
春
濤
略
傳
」
は
、
茉
莉
吟

社
創
設
に
觸
れ
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
下
谷
吟
社
を
開
い
て
い
た
大

沼
枕
山
の
家
に
近
い
下
谷
御
徒
町
三
丁
目
、
俗
稱
摩
利
支
天
橫
丁
角
に
居
を
か
ま

え
た
。
上
野
山
の
麓
、
不
忍
池
に
近
く
、
幽
寂
で
も
あ
り
、
繁
華
で
も
あ
り
、
春

濤
意
中
の
佳
鄕
で
あ
っ
た
。
上
野
の
松
阪
屋
に
近
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
摩
利
支
天

の
名
を
と
っ
て
、
茉
莉
凹
巷
處
と
稱
し
、
茉
莉
吟
社
を
開
い
た
。」
こ
れ
ら
の
記

述
か
ら
、
茉
莉
凹
巷
處
は
喧
騷
に
包
ま
れ
て
い
る
摩
利
支
天
橫
丁
の
市
街
よ
り
、

微
妙
に
距
た
り
の
あ
る
幽
靜
の
地
に
在
り
、
詩
作
に
は
充
分
㊜
し
た
環
境
で
あ
っ

た
こ
と
が
諒
解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。（
參
考
ま
で
に
、
當
時
の
「
下
谷
仲
御
徒
町
三
丁
目
」

（
圖
一
：
荒
井
喜
三
郞
編
輯
『
東
京
市
街
細
見
圖（

（1
（

』）



茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
茉
莉
花
と
「
茉
莉
花
」
詩
に
つ
い
て

二
四
九

ら
も
、
そ
の
こ
と
自
體
は
紛
れ
も
な
い
事
實
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
茉
莉
凹
巷
處
が
築
か
れ
る
以
前
の
作
品
で
は
あ
る
が
、「
茉
莉
祠（

（1
（

下
作
」

（『
春
濤
詩
鈔
』
卷
十
二
に
所
收
）
と
い
う
、
在
り
し
日
の
茉
莉
夫
人
の
美
麗
を
稱
え

つ
つ
、
德
大
寺
近
邊
の
風
光
を
幻
想
的
に
詠
じ
た
七
言
律
詩
が
あ
る
。
そ
の
尾
聯

は

7
也
似
波
斯
開
晚
市
、
8
柰
花
香
散
媆媆
涼
前
。

也
た
似
た
り
波
斯
晚
市
を
開
く
に
、
柰
花
の
香
は
散
ず
媆媆
涼
の
前
。

と
な
っ
て
お
り
、
茉
莉
花
が
散
る
樣
子
と
茉
莉
夫
人
の
あ
で
や
か
な
姿
態
を
掛
け

合
わ
せ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
茉
莉
園
詩
派
に
お
い
て
艷
詩
と
し
て
茉
莉
花
が
詠

ま
れ
た
現
象
の
源
流
と
し
て
、
こ
の
茉
莉
夫
人（

（1
（

の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
も
、
不

可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
德
大
寺
に
祀
ら
れ
て
い
た
摩
利
支
天
と
緣
の
深
い
茉
莉

夫
人
よ
り
、
名
を
取
っ
た
こ
と
が
茉
莉
巷
凹
處
の
名
づ
け
の
一
要
因
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
に
擧
げ
る
詩
の
用
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
茉
莉

園
詩
派
に
と
っ
て
「
茉
莉
」
と
い
う
タ
ー
ム
、
茉
莉
花
の
存
在
は
よ
り
重
要
な
も

の
で
あ
っ
た
。

○

　
茉
莉
凹
巷
處
の
內
景
―
特
に
庭
園
―
は
如
何
な
る
樣
相
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

以
下
、
茉
莉
凹
巷
處
に
關
連
す
る
詩
に
着
目
す
る
こ
と
で
考
察
を
試
み
て
み
た
い
。

　『
新
文
詩
』
第
三
十
六
集
に
は
、「
題
春
濤
森
翁
新
居
」
と
い
う
詩
群
が
あ
り
、

松
原
竹
秋
ら
四
名
が
韻
を
次
い
で
い
る
。
そ
の
內
、
春
濤
の
門
弟
で
あ
る
岩
溪
裳

川
の
七
言
律
詩
「
題
春
濤
森
翁
新
居
」
を
擧
げ
よ
う
。

1
先
生
笑
倚
著
書
樓
、
2
健
筆
何
曾
倦
唱
酬
。
3
投
老
江
湖
仍
淡
蕩
、

4
寄
情
花
⺼
太
風
流
。
5
芭
蕉
展
綠
春
多
雨
、
6
茉
莉
吹
香
夏
似
秋
。

7
遮
莫
客
談
人
世
事
、
8
杯
中
㊒
酒
不
知
愁
。

　
先
生
笑
っ
て
倚
る
著
書
の
樓
、
健
筆
何
ぞ
曾
て
唱
酬
を
倦
ま
ん
。
老
を
江

湖
に
投
ず
る
こ
と
仍
ほ
淡
蕩
、
情
を
花
⺼
に
寄
す
る
こ
と
太
だ
風
流
。
芭
蕉

は
綠
を
展
ば
し
て
　

春
　

雨
多
く
、
茉
莉
は
香
を
吹
き
て
　

夏
　

秋
に
似
た
り
。

遮
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
莫
　

客
は
人
世
の
事
を
談
ず
る
を
、
杯
中
酒
㊒
れ
ば
愁
を
知
ら
ず
。

　
草
木
類
に
着
目
す
る
と
、
頸
聯
に
「
芭
蕉
」
と
「
茉
莉
」
の
二
種
が
登
場
す
る（

（1
（

。

茉
莉
花
は
「
香
り
」
を
伴
っ
て
描
寫
さ
れ
て
お
り
、
今
季
節
は
夏
で
あ
る
の
に
あ

た
か
も
秋
の
よ
う
で
あ
る
、
と
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
茉
莉
花
の
香
り
は
苑
中
に

滿
ち
、
淸
涼
感
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
森
槐
南
の
「
夏
初
茉
莉
園
新
居
卽
事
」（『
槐
南
集
』
卷
五
に
所
收
）
と
い

う
七
言
律
詩
二
首
に
着
目
す
る
と
、
其
一
の
結
句
に
は
「
澹
紅
芍
藥
護
茶
廳
（
淡

紅
の
芍
薬
茶
廳
を
護
る
）」
と
あ
り
、
芍
藥
の
花
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
其
二
の
首

聯
・
頷
聯
は
、

1
主
客
圖
成
覓
句
忙
、
2
當
門
山
影
碧
鬟
涼
。

3
新
詩
儘
㊒
燕
脂
氣
、
4
舊
夢
無
非
茉
莉
香
。

　
主
客
圖
成
り
て
句
を
覓
む
る
こ
と
忙
し
く
、
門
に
當
た
る
山
影
　
碧
鬟
涼

し
。
新
詩
　
儘
く
㊒
り
燕
脂
の
氣
、
舊
夢
　
茉
莉
の
香
に
非
ざ
る
は
無
し
。

と
な
っ
て
お
り
、
涼
や
か
で
艷
的
な
情
景
の
中
に
「
茉
莉
香
」
が
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
茉
莉
凹
巷
處
の
庭
園
に
は
樣
々
な
草
木
類
が
植
え
ら
れ
、

爛
漫
た
る
景
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
そ
の
中
で
も
、
茉
莉
花
は
淸
冽

な
香
り
を
放
ち
、
特
異
な
存
在
感
を
㊒
し
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

た
だ
、
轉
居
を
扱
っ
た
詩
以
外
に
視
野
を
擴
げ
る
と
、
茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
茉

莉
花
は
實
在
の
茉
莉
花
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
て
い
た
譯
で
も
な
い
、
と
考
え
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
森
春
濤
に
「
茉
莉
」（『
春
濤
詩
鈔
』
卷
九
に
所
收
）
と
い
う
七
言

絕
句
が
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

二
五
〇

1
一
絲
香
逬
小
房
櫳
、
2
盈
掬
新
涼
不
是
風
。

3
⺼
透
羅
幃
人
在
夢
、
4
玉
釵
嬌
顫
雪
玲
瓏
。

　
一
絲
の
香
は
逬

ほ
と
ば
し

る
小
房
櫳
、
盈
掬
す
れ
ば
新
涼
是
れ
風
な
ら
ず
。
⺼
は

羅
幃
に
透
け
て
人
は
夢
に
在
り
、
玉
釵
　

嬌
顫
　

雪
玲
瓏（

（1
（

。

　
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
茉
莉
花
は
實
在
物
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、

あ
く
ま
で
題
詠
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
ま
た
、「
謝
杉
山
三
郊
送
牽
牛
花
（
杉
山
三
郊
の
牽
牛
花
を
送
る
に
謝
す
）」（『
槐
南

集
』
卷
七
に
所
收
）
と
い
う
七
言
古
詩
に
は
、

21
我
家
茉
莉
元
更
香
、
22
鬟
霧
橫
陳
嬌
半
牀
。

　
我
が
家
の
茉
莉
元
更
に
香
し
、
鬟か

ん

霧む

は
橫
陳
し
て
半は
ん

牀し
ょ
う

を
嬌き
ょ
う

に
す
。

と
い
う
聯
が
あ
り
、
特
に
「
鬟
霧
は
橫
陳
し
て
半
牀
を
嬌
に
す
」
と
い
う
句
か
ら
、

こ
の
描
寫
に
は
暗
喩
的
に
、
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

諒
解
さ
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
茉
莉
花
は
、
實
際
に
茉
莉
凹
巷
處
の
庭

園
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
實
在
物
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
詩
社

の
シ
ン
ボ
ル
、
そ
し
て
艷
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
す
る
幻
想
的
な
植
物
と
し
て
も

認
識
さ
れ
て
い
た
、
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
卽
ち
、
茉
莉
園
詩
派
に

お
け
る
「
茉
莉
」
と
い
う
タ
ー
ム
、
そ
し
て
茉
莉
花
の
存
在
に
託
さ
れ
て
い
た
ニ

ュ
ア
ン
ス
は
、
單
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　�

茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
「
茉
莉
花
」
詩�

及
び
茉
莉
花
の
存
在
に
關
す
る
考
察

　
こ
こ
ま
で
は
「
茉
莉
花
」
詩
自
體
の
分
析
を
中
心
に
据
え
て
議
論
を
展
開
し
て

き
た
が
、
本
章
で
は
「
茉
莉
園
詩
派
內
に
お
い
て
艷
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伴
っ
て
い

た
「
茉
莉
花
」
詩
及
び
茉
莉
花
の
存
在
は
、
近
代
と
い
う
時
代
、
東
京
と
い
う
空

間
に
お
い
て
如
何
な
る
意
義
を
㊒
し
て
い
た
の
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

「
茉
莉
花
」
詩
の
み
な
ら
ず
、
茉
莉
園
詩
派
の
外
部
に
居
た
人
び
と
の
視
點
や
、

當
時
の
文
人
の
營
み
、
明
代
の
庭
園
ま
で
幅
廣
く
俯
瞰
し
た
上
で
、
詳
考
し
て
い

き
た
い
。

（
一
）　
考
察
①
―
外
部
者
の
視
點
に
着
目
し
て
―

　
茉
莉
園
詩
派
の
茉
莉
花
の
實
像
を
、
外
部
者
の
視
點
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
て

い
く
上
で
、
先
ず
は
正
岡
子
規
「
庭（

（2
（

」
と
い
う
明
治
後
期
に
書
か
れ
た
隨
筆
を
參

照
し
た
い
。
こ
の
小
文
に
は
、
彼
の
庭
園
に
對
す
る
見
識
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
當
時
の
歌
人
、
俳
人
、
漢
詩
人
が
一
般
的
に
ど
の
よ
う
な
庭
園
を
構
築

し
て
い
た
の
か
、
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
「
漢
詩

人
の
庭
園
」
を
題
材
と
し
た
文
中
箇
所
を
、
以
下
に
拔
粹
す
る
。

　「
そ
れ
か
ら
詩
人
の
庭
と
い
ふ
の
は
、
歌
人
的
の
し
ま
り
の
無
い
や
う
な
、
骨

の
無
い
や
う
な
庭
も
嫌
ひ
、
又
俳
人
的
の
小
規
模
で
却
て
混
雜
し
た
や
う
な
庭
も

嫌
ひ
、
庭
全
體
の
結
構
は
人
々
に
よ
つ
て
色
々
に
㊟
文
が
あ
ら
う
が
、
要
す
る
に

漢
詩
の
臭
味
を
現
は
さ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
の
庭
に
は
是
非
と
も
必

要
な
草
木
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
梅
と
竹
と
芭
蕉
な
ど
で
、
盆
栽
な
ら
蘭
や
茉
莉
の

舶
來
品
を
喜
ぶ
と
い
ふ
次
第
で
あ
る
。」

　
こ
こ
で
、
漢
詩
人
に
と
っ
て
「
是
非
と
も
必
要
な
草
木
」
の
一
つ
に
、
茉
莉
花

が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
盆
栽
な
ら
」
と
あ
る
が
、
例
え
ば
『
新
文
詩
』

第
十
九
集
に
鈴
木
蓼
處
「
盆
花
二
詠
」
と
い
う
茉
莉
・
素
馨
を
詠
じ
た
七
言
絕
句

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
當
時
は
茉
莉
花
を
盆
栽
と
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
が
一
般

的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
「
舶
來
品
を
喜
ぶ
」
と
あ
る
が
、『
新
新
文
詩
』



茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
茉
莉
花
と
「
茉
莉
花
」
詩
に
つ
い
て

二
五
一

第
五
集
に
關
澤
霞
庵
「
茉
莉
花
」
と
い
う
、
茉
莉
花
が
閩
（
福
建
省
の
古
名
）
の

山
で
咲
き
亂
れ
、
そ
れ
を
南
方
の
美
人
が
摘
む
と
い
う
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
凝

縮
さ
れ
た（

（2
（

內
容
の
五
言
古
詩
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
當
時
の
漢
詩
人
は
あ
く
ま
で

大
陸
と
は
遠
く
離
れ
た
日
本
の
地
か
ら
、
中
國
に
對
す
る
憧
憬
の
念
を
抱
い
て
、

大
陸
か
ら
輸
入
さ
れ
た
茉
莉
花
を
賞
愛
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
推
測
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、『
新
文
詩
』
に
對
抗
し
て
創
刊
さ
れ
た
、
幕
末
の
遺
臣
成
島
柳
北
の

『
花
⺼
新
誌
』
に
は
、
秋
野
千
種
「
園
中
草
木
譜（

（2
（

」
と
い
う
小
文
が
揭
載
さ
れ
て

い
る
。
以
下
に
拔
粹
す
る
。

「
栗
野
ノ
隱
居
ガ
菊
ヲ
愛
ス
レ
バ
隣
家
ノ
少
年
モ
菊
ヲ
愛
シ
濂
溪
ノ
學
者
ガ

蓮
ヲ
愛
ス
レ
バ
近
所
ノ
書
生
モ
蓮
ヲ
愛
ス
況
ヤ
貴
顯
富
豪
ノ
愛
ス
ル
草
木
ヲ

ヤ
薔
薇
ハ
開
化
ノ
色
㊒
リ
ト
唱
ヘ
茉
莉
ハ
文
雅
ノ
香
㊒
リ
ト
叫
ビ
長
官
之
ヲ

愛
ス
レ
バ
闔
局
ノ
髭
參
短
薄
盡
ク
之
ヲ
買
ヒ
之
ヲ
玩
ブ
ヨ
リ
施
イ
テ
江
湖
ニ

及
ブ
近
來
盆
栽
ノ
盛
ン
ナ
ル
眞
ニ
人
ヲ
シ
テ
吃
驚
セ
シ
ム
（
後
略
）」

　「
長
官
」
が
具
體
的
に
誰
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
茉
莉
園
詩
派
の
詩
人

た
ち
が
舊
幕
府
の
遺
老
よ
り
も
、
寧
ろ
伊
藤
博
文
、
山
縣
㊒
朋
な
ど
新
政
府
の
顯

官
と
活
發
に
交
流
し
、
眷
顧
を
得
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
一
定
の
反
感
を

招
い
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
暗
に
森
春
濤
・
森
槐
南
及
び
彼
ら
と
刺
を
通

じ
て
い
た
官
憲
を
指
し
て
い
る
と
推
測
し
て
も
、
無
理
は
な
い
だ
ろ
う（

（2
（

。

　
以
上
の
事
例
か
ら
、
彼
ら
の
同
人
意
識
は
茉
莉
巷
凹
處
の
庭
園
に
實
際
に
存
在

し
て
い
た
茉
莉
花
を
中
心
と
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
茉
莉
花
を
媒
介
と
し
て
、
中

國
趣
味
へ
の
耽
溺
も
表
向
き
に
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

一
方
で
、
そ
の
裏
に
は
同
時
に
政
治
的
な
も
の
も
潛
ん
で
い
た
、
と
い
う
こ
と
も

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
二
）　
考
察
②
―
明
淸
由
來
の
文
人
文
化
に
着
目
し
て
―

　
前
項
は
、
茉
莉
園
詩
派
の
政
治
性
に
言
及
し
て
擱
筆
し
た
が
、
そ
の
テ
ー
マ
に

關
し
て
福
井
辰
彥
「
明
治
漢
詩
と
王
士
禛
―
「
新
文
詩
」
所
收
作
品
か
ら
―（

（2
（

」
は

參
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
論
文
は
、
王
士
禛
風
の
詩
が
『
新
文
詩
』
周
邊
の
詩

人
た
ち
の
間
で
流
行
し
た
こ
と
を
主
に
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
流
行
の
背
景
に
つ

い
て
、　「

溫
雅
で
、
言
外
の
味
わ
い
を
持
つ
〈
王
士
禛
風
〉
が
、『
新
文
詩
』
の
詩

人
た
ち
の
間
で
流
行
し
た
こ
と
に
は
必
然
性
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
彼
ら
の

多
く
は
明
治
新
政
府
の
高
官
で
あ
っ
た
。
幕
末
・
維
新
の
動
亂
を
經
て
、
な

お
盤
石
と
は
言
い
難
い
新
政
府
で
の
政
務
に
追
わ
れ
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
詩

は
餘
技
で
あ
り
、
雅
の
世
界
へ
精
神
を
遊
ば
せ
る
營
爲
で
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
々
に
と
っ
て
、
右
の
よ
う
な
效
果
を
持
つ
〈
王
士
禛

風
〉
の
手
法
は
好
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。」

と
言
及
し
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
政
治
性
と
表
裏
一
體
で
は
あ
る
が
、
當
時
の
明
治
新
政
府
の
高
官

が
「
雅
の
世
界
」
へ
遊
ぶ
た
め
の
仙
窟
と
し
て
も
、
茉
莉
凹
巷
處
は
機
能
し
て
い

た
だ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
第
一
節
に
お
い
て
、
茉
莉
凹
巷
處
が
市
街
の
喧

騷
か
ら
㊜
度
に
離
れ
た
、
幽
邃
な
土
地
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、

そ
の
こ
と
と
こ
の
問
題
は
奇
妙
に
關
連
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
こ
で
本
考
察
に
お
い
て
は
、
士
大
夫
が
憩
う
仙
窟
と
し
て
の
茉
莉
凹
巷
處
に

着
目
す
る
こ
と
で
、
茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
茉
莉
花
の
存
在
及
び
「
茉
莉
花
」
詩
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二

の
㊒
す
る
多
面
性
に
つ
い
て
、
よ
り
解
像
度
を
上
げ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

○

　「
上
野
」
や
「
百
花
園
」
な
ど
、
江
戶
明
治
の
漢
詩
壇
を
囘
憶
す
る
內
容
の
作

品
を
複
數
遺
し
て
い
る
永
井
荷
風
は
、「
現
代
と
支
那
趣
味（

（2
（

」
と
い
う
隨
筆
に
お

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
又
庭
園
に
し
て
も
、
支
那
風
の
庭
が
我
が
日
本
に
中
々
あ
る
。
私
の
父
な

ど
も
、
自
分
で
支
那
の
詩
集
な
ど
を
讀
ん
で
そ
の
中
の
大
抵
な
草
木
は
集
め

て
、
さ
う
し
て
自
分
の
想
像
で
支
那
風
の
庭
を
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
私
は
庭
の
こ
と
な
ど
餘
り
よ
く
は
知
ら
な
い
が
、
芭
蕉
や
木
槿
、

ざ
く
ろ
、
蠟
梅
、
茉
莉
の
如
き
花
卉
は
支
那
趣
味
の
庭
園
に
必
ず
用
ゐ
ら
れ

る
も
の
で
、
日
本
の
庭
園
と
し
て
は
昔
の
武
家
風
の
庭
に
も
用
ゐ
ら
れ
ず
又

茶
人
の
庭
に
も
植
ゑ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
當
時
で
支
那
趣
味

の
大
家
と
云
へ
ば
、
嘗
て
神
田
の
お
玉
ヶ
池
に
住
ん
で
居
ら
れ
た
永
坂
石
埭

翁
で
あ
ら
う
。
翁
は
支
那
に
行
か
れ
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
が
支
那
の
詩

文
を
深
く
愛
し
て
、
そ
の
愛
讀
し
た
明
淸
の
書
物
の
上
に
現
は
れ
た
所
に
依

つ
て
そ
の
書
齋
と
客
間
を
總
べ
て
支
那
風
に
造
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。」

　
傍
線
部
に
お
け
る
「
私
の
父
」
と
は
、
筆
者
永
井
荷
風
の
父
、
永
井
禾
原
を
指

す
。
彼
は
森
春
濤
の
門
弟
で
あ
り
、
漢
詩
人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。
一
九
一
三
年

に
『
來
靑
閣
集
』
と
い
う
別
集
を
出
し
た
が
、
そ
こ
に
「
花
⺼
會
席
上
分
韻
得
歌

賦
此
送
坪
井
咬
菜
（
孝
）
游
越
後
　

其
二
（
花
⺼
會
の
席
上
に
て
分
韻
し
、
歌
を
得
た

り
。
此
を
賦
し
て
坪
井
咬
菜
（
孝
）
の
越
後
に
遊
ぶ
に
送
る
　

其
二
）」（『
來
靑
閣
集
』
卷

五
に
所
收
）
と
い
う
七
言
絕
句
が
あ
る（

（2
（

。
以
下
に
引
用
す
る
と
、

1
森
髯
去
後
幾
年
過
、
2
七
十
二
槁
新
柳
多
。

3
白
髮
尊
前
誰
話
舊
、
4
銷
魂
猶
賸
竹
枝
歌
。

　
森
髯
去
り
て
後
幾
年
か
過
ぐ
、
七
十
二
槁
新
柳
多
し
。
白
髮
尊
前
誰
か
舊

を
話
さ
ん
、
銷
魂
　

猶
ほ
賸し
ょ
う

す
竹
枝
の
歌（

（2
（

。

と
な
っ
て
い
る
。『
來
靑
閣
集
』
に
は
、
こ
の
他
に
も
茉
莉
園
詩
派
の
最
盛
期
を

追
憶
し
て
い
る
作
品
が
隨
所
に
見
ら
れ
る
。

　
議
論
を
『
現
代
と
支
那
趣
味
』
に
戾
そ
う
。
こ
の
文
章
に
お
い
て
、
支
那
趣
味

の
庭
園
に
植
え
ら
れ
る
草
木
類
と
し
て
「
芭
蕉
や
木
槿
、
ざ
く
ろ
、
蠟
梅
、
茉

莉
」
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
先
述
し
た
正
岡
子
規
の
『
庭
』
の
記
述
と
合

致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
し
て
、
森
春
濤
の
高
弟
で
あ
り
、
書
畫
も
能
く
し
た

永
坂
石
埭
の
詩
書
畫
や
、
そ
の
趣
向
に
つ
い
て
は
井
谷
五
雲
『
永
坂
石
埭
―
そ
の

文
人
的
素
顏
―（

（2
（

』
に
詳
し
い
。
こ
の
文
獻
に
據
る
と
、
彼
は
明
治
初
年
に
鄕
里
名

古
屋
よ
り
上
京
し
、
梁
川
星
巖
の
舊
趾
に
偶
然
的
に
住
む
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
そ
の
後
自
邸
を
玉
池
仙
館
と
名
付
け
、
祭
詩
龕
、
星
舫
、
壽
蓬
と
い
う
純

中
國
風
の
建
物
を
三
棟
建
て
た
と
あ
る
。
そ
の
中
國
趣
向
は
、
庭
園
の
竹
樹
泉
石

を
中
國
の
樣
式
に
從
っ
て
配
置
し
、
舶
來
品
の
椅
子
や
卓
を
祭
詩
龕
に
置
き
、
ま

た
瓦
な
ど
も
總
て
中
國
式
に
す
る
な
ど
の
徹
底
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
と
、『
現
代
と
支
那
趣
味
』
の
「
そ
の
愛
讀
し
た
明

淸
の
書
物
の
上
に
現
は
れ
た
所
に
依
つ
て
そ
の
書
齋
と
客
間
を
總
べ
て
支
那
風
に

造
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。」
と
い
う
記
述
は
重
要
性
を
增
し
て
く
る（

（2
（

。
彼
ら
は
、

中
國
的
な
空
間
と
し
て
の
書
齋
や
庭
園
を
愛
好
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
都
市
の
中

に
お
け
る
書
齋
や
庭
園
の
あ
り
方
も
ま
た
、
明
淸
の
文
人
に
倣
お
う
と
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
營
み
の
解
析
を
通
し
て
、
茉
莉
園
詩
派
の
詩

人
た
ち
の
茉
莉
花
に
對
す
る
愛
好
や
、
茉
莉
巷
凹
處
に
對
す
る
認
識
の
構
造
を
、

近
代
都
市
と
化
し
つ
つ
あ
っ
た
明
治
東
京
と
關
連
さ
せ
て
モ
デ
ル
化
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
。
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二
五
三

　
こ
の
よ
う
に
「
中
國
趣
味
」
を
攝
取
す
る
ト
ポ
ス
と
し
て
の
一
面
も
㊒
し
て
い

た
煎
茶
會
に
は
、
席
の
終
了
後
に
「
茗
讌
圖
錄
」
と
い
う
記
念
誌
が
作
成
さ
れ
る

こ
と
が
恆
例
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
擧
げ
ら
れ
た
文
品
を
閱
し
て
み
る
と
、
茉
莉
花

の
名
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
例
を
擧
げ
る
と
、
山
中
吉
郞
兵
衞
編
『
靑
灣

茗
讌
圖
誌
　

瑞
』（
一
八
七
六
年
）
に
は
、
第
二
席
（
茗
主
：
巖
々
洞
蘆
江
）
の
「
文

房
品
目
」
一
覽
の
「
盆
栽
」

の
欄
に
「
白
磁
方
盆
植
茉
莉

花
（
白
磁
方
盆
に
茉
莉
花
を
植

う
）」
と
あ
る
（
圖
二
）。

　
異
國
文
化
の
雅
趣
を
感
じ

さ
せ
る
文
物
を
提
供
し
、
ま

た
攝
取
す
る
ト
ポ
ス
で
あ
っ

た
煎
茶
席
に
お
い
て
、
茉
莉

花
が
白
磁
の
盆
に
植
栽
さ
れ

て
い
た
事
實
は
看
過
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
た
と

え
ば
森
春
濤
の
上
京
以
前
か

ら
の
門
弟
で
あ
る
、
神
波
卽

山
に
「
甲
申
淸
明
後
一
日
赴

墨
水
茗
讌
口
占
一
律
似
同
游

諸
子
（
甲
申
淸
明
後
一
日
、
墨

水
の
茗
讌
に
赴
く
。
口
占
一
律
。

同
游
の
諸
子
に
似
す
）」（『
新

　
當
時
の
東
京
の
文
人
間
に
お
い
て
流
行
し
た
文
化
の
內
、
明
淸
文
化
由
來
の
も

の
と
し
て
先
ず
㊟
目
さ
れ
う
る
も
の
と
し
て
、
煎
茶
會
が
擧
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

明
治
期
の
煎
茶
の
流
行
に
つ
い
て
は
長
谷
川
瀟
々
居
『
煎
茶
志（

（3
（

』
に
詳
述
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
記
述
を
參
照
す
る
と
、
明
治
期
の
煎
茶
趣
味
は
、
基
本
的
に
は
江

戶
期
の
煎
茶
趣
味
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
主
な
擔

い
手
が
社
會
の
被
支
配
層
か
ら
、
上
層
の
權
力
支
配
層
に
變
化
し
た
こ
と
が
大
き

な
變
化
と
し
て
あ
り
、
ま
た
煎
茶
席
に
懸
け
ら
れ
る
書
畫
に
は
邦
人
の
作
品
も
含

ま
れ
て
い
た
も
の
の
、
明
淸
文
人
の
作
品
の
方
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
上
層
の
權
力
支
配
層
が
擔
い
手
と
な
っ
た
こ
と
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
森

春
濤
・
森
槐
南
と
政
治
權
力
の
繫
が
り
に
も
間
接
的
に
關
連
す
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
納
屋
嘉
人
『
近
代
文
人
の
い
と
な
み
』「
第
一
章
　
近
代
文
人
と
集
い

の
場（

（3
（

」
に
も
、
明
治
期
の
煎
茶
會
に
關
し
て
次
の
よ
う
な
言
及
が
あ
る
。

「
ま
た
、
明
淸
を
中
心
と
す
る
中
國
の
書
畫
も
煎
茶
會
が
受
容
の
窓
口
と
な

っ
て
鑑
賞
の
體
系
を
築
い
て
い
た
。
こ
と
に
、
維
新
後
、
大
陸
の
情
報
が
容

易
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
文
人
た
ち
の
中
國
趣
味
は
そ
の
直

接
的
な
影
响
を
受
け
て
幕
末
以
上
に
盛
り
上
が
っ
た
。
展
觀
席
の
主
役
は
、

文
人
た
ち
の
所
藏
す
る
中
國
の
書
畫
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
鑑
賞
が
や
が
て
彼

ら
の
書
畫
に
結
實
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。」

　
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
當
時
の
煎
茶
席
の
一
つ
一
つ
の
文
物
に
「
中
國
趣
味
」

が
反
映
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
珍
品
の
數
々
に
文
人
サ
ー
ク
ル
の
構
成
員
は
刺
激
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
書
畫
に
お
い
て
は
、
愛
玩
の
對

象
の
み
な
ら
ず
彼
ら
の
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
轉
化
さ
れ
て
い
た
と
も
言
え
よ

う
。

（
圖
二
：
茉
莉
花
が
生
け
ら
れ
た
煎
茶
席
（『
靑
灣
茗
讌
圖
誌
　

瑞
』
よ
り
引
用
））
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文
詩
別
集
』
五
に
所
收
）
と
い
う
七
言
律
詩
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

當
時
盛
況
で
あ
っ
た
煎
茶
會
に
は
茉
莉
園
詩
派
の
漢
詩
人
も
善
く
參
加
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
茉
莉
園
詩
派
の
詩
人
の
茉
莉
花
に
對
す
る
意

識
と
、
明
淸
の
文
品
を
主
役
と
す
る
煎
茶
會
は
、
中
國
趣
味
の
精
神
及
び
、
實
在

物
と
し
て
の
茉
莉
花
に
對
す
る
愛
好
精
神
に
お
い
て
通
底
し
て
い
た
と
、
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
當
時
文
人
に
鑑
賞
さ
れ
た
書
畫
に
も
、
茉
莉
花
が
描
か
れ
た
も
の
が
散

見
さ
れ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
本
稿
で
は
渡
邊
小
華
畫
、
岡
本
黃
石
題
詩
の

「
花
卉
帖
」
を
擧
げ
よ
う
。

　「
花
卉
帖
」
に
關
す
る
詳
細
な
解
說
は
池
澤
一
郞
「
日
本
近
世
近
代
の
題
畫
文

學
の
魅
力
―
文
人
四
君
子
を
例
に
―（

（3
（

」
に
既
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
本
稿
で
は
簡

易
な
も
の
に
留
め
る
が
、
左
右
見
開
き
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
左
に
十
二
の
花

の
岡
本
黃
石
に
よ
る
題
詩
、
右
に
對
應
す
る
渡
邊
小
華
に
よ
る
畫
が
其
々
描
か
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
登
場
す
る
花
を
確
認
す
る
と
、
屢
々
中
國
趣
味
の
文

人
に
好
ま
れ
る
牡
丹
、
梅
な
ど
と
並
ん
で
、
茉
莉
花
の
名
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
「
茉
莉
花
」
題
詩
は
、
岡
本
黃
石
の
別
集
『
黃
石
齋
第
三
集
』
卷
上
「
汎

游
集
」
に
、「
名
花
十
二
客
　

錄
六
　
茉
莉
」
と
い
う
詩
題
で
所
收
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
引
用
す
る
と
、

1
淺
暮
發
深
香
、
2
仙
姿
澹
無
語
。
3
弄
姸
初
⺼
涼
、
4
消
盡
人
間
暑
。

　
淺
暮
に
深
香
を
發
し
、
仙
姿
淡
く
し
て
語
無
し
。
姸
を
弄
び
て
初
⺼
涼
し

く
、
消
し
盡
す
人
間
の
暑
を
。

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、
茉
莉
花
を
美
人
に
擬
し
て
い
る
妖
艷
な
五
言
絕
句

で
あ
る
。
ま
た
、
明
・
都
卬
撰
『
三
餘
贅
筆
』
中
「
十
友
十
二
客
」
を
參
照
す
る

と
、「
宋
張
敏
叔
以
十
二
花
爲
十
二
客
各
詩
一
章
牡
丹
貴
客
（
中
略
）
茉
莉
遠
客

…
。（
宋
の
張
敏
叔
、
十
二
花
を
以
て
十
二
客
と
爲
し
、
各
詩
一
章
、
牡
丹
は
貴
客
、（
中

略
）
茉
莉
は
遠
客
…
。）」
と
あ
り
、
卽
ち
、
名
花
十
二
客
と
は
宋
の
張
敏
叔
が
十
二

の
名
花
を
十
二
種
の
客
に
た
と
え
た
も
の
で
あ
り
、
茉
莉
は
「
遠
客
」
と
稱
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
、『
畫
題
辭
典（

（3
（

』
の
項
目
「
め
い
く
わ
じ
ふ
に
か

く
（
名
花
十
二
客
）」
を
參
照
す
る
と
、
名
花
十
二
客
は
「
名
花
十
友
な
ど
と
共
に

文
人
畫
の
畫
題
」
と
し
て
度
々
描
か
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
茉
莉
園
詩
派

の
一
員
と
は
言
え
な
い
が
、
か
の
梁
川
星
巖
の
高
弟
で
あ
り
、
ま
た
森
春
濤
と
精

力
的
に
交
流
し
て
い
た
岡
本
黃
石
が
茉
莉
の
花
に
題
し
て
詩
畫
を
創
作
し
た
こ
と

か
ら
、
文
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
ミ
ニ
チ
ュ
ア
な
空
間
に
限
定
さ
れ
る
と
は
い

え
、「
茉
莉
花
」
を
題
詠
す
る
意
識
が
茉
莉
園
詩
派
の
周
邊
領
域
に
ま
で
浸
透
し

て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、
永
井
荷
風
『
下
谷
叢
話（

（3
（

』
に
よ
る
と
、「
花
卉
帖
」
を
描
い
た
渡
邊
小

華
は
森
槐
南
の
師
で
あ
る
鷲
津
毅
堂
が
書
畫
の
品
評
を
な
し
た
「
半
閑
社
」
の
五

名
の
會
員
（
福
島
柳
圃
、
渡
邊
小
華
、
奧
原
晴
湖
、
安
田
老
山
、
鷲
津
毅
堂
）
の
一
角

を
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
半
閑
社
」
は
、
鷲
津
毅
堂
筆
の
雅
約
を
參
照
す

る
と
每
⺼
一
度
煎
茶
會
を
開
き
、
ま
た
茶
を
嗜
み
つ
つ
、
古
人
の
書
畫
を
展
べ
て

鑑
賞
し
、
自
ら
も
筆
を
染
め
て
詩
書
畫
を
成
す
と
い
う
、
極
め
て
典
型
的
な
近
世

文
人
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
、
渡
邊
小
華
が
明
淸
の
畫
風
も
取
り
入

れ
て
い
た
事
實
を
掛
け
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
や
は
り
茉
莉
花
に
對
す
る
趣
好
の

背
景
に
先
述
し
た
明
淸
由
來
の
文
人
文
化
が
橫
陳
し
て
お
り
、
未
だ
容
易
に
は
渡

航
で
き
な
い
大
陸
に
對
す
る
夢
想
的
憧
憬
が
、
彼
ら
の
間
で
共
㊒
さ
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
中
國
文
化
に
飢
え
て
い
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
大
陸
か
ら
舶
來
し

た
茉
莉
花
は
、
十
分
に
賞
玩
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
三
）　
考
察
③
―
明
代
庭
園
理
論
に
着
目
し
て
―

　
と
こ
ろ
で
、『
東
京
市
史
稿
』「
遊
園
篇
」（
東
京
都
編
纂
）
な
ど
、
江
戶
か
ら
明



茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
茉
莉
花
と
「
茉
莉
花
」
詩
に
つ
い
て

二
五
五

治
の
東
京
の
庭
園
及
び
流
行
し
た
花
卉
類
に
關
す
る
文
獻
を
涉
獵
し
て
み
る
と
、

茉
莉
花
の
名
前
は
見
當
た
ら
ず
、
茉
莉
花
が
庶
民
の
間
に
流
行
し
て
い
た
と
い
う

記
錄
は
殆
ど
見
當
た
ら
な
い
。
更
に
、
東
京
市
役
所
市
史
編
纂
係
編
『
東
京
案

內（
（3
（

』
下
卷
に
「
下
谷
ノ
牽
牛
花
」
と
い
う
項
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
下

谷
の
地
の
み
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
と
、
江
戶
時
代
よ
り
「
牽
牛
花
」
が
街
の
代
名

詞
と
な
る
程
に
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
卽
ち
、
茉
莉
花
は
茉
莉
巷
凹
處
や
煎
茶
席
の
よ
う
な
、
極
め
て
閉
鎻
的
な
空
間

に
お
い
て
の
み
そ
の
芳
香
を
放
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い

た
上
で
再
考
す
る
と
、
士
大
夫
が
憩
う
仙
窟
と
し
て
の
「
茉
莉
巷
凹
處
」
は
、
近

代
都
市
へ
と
段
階
的
に
變
貌
し
た
東
京
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
テ
ー
マ
と
同
じ
く
、「
都
市
の
發
展
と
そ
れ
に
伴
う
庭
園

の
意
義
變
容
」
が
先
行
硏
究
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
き
た
明
代
庭
園
に
關
す

る
諸
理
論
を
參
考
に
し
た
上
で
、
新
し
い
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
い
。

　
明
代
に
書
か
れ
た
造
園
法
の
理
論
書
と
し
て
、
も
っ
と
も
高
名
で
あ
り
、
ま
た

世
界
的
に
汎
く
讀
ま
れ
た
も
の
と
し
て
計
成
の
『
園
冶
』（
一
六
三
一
年
刊
行
）
が

あ
る
。
張
渭
濤
「「
園
冶
」
の
日
本
へ
の
傳
播
と
そ
の
影
响（

（3
（

」
に
よ
る
と
、
日
本

に
は
元
祿
十
四
年
（
一
七
〇
一
年
）
以
降
に
長
崎
經
由
で
渡
來
し
、「
江
戶
時
代
か

ら
特
に
近
代
日
本
の
造
園
學
、
美
學
、
美
術
學
、
文
學
な
ど
多
く
の
學
術
分
野
に

樣
々
な
影
响
を
與
え
た
」
よ
う
で
あ
る
。

　
で
は
、『
園
冶
』
に
お
け
る
造
園
論
の
實
際
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
田
中
淡
「『
園
冶
』
の
世
界
―
明
末
の
造
園
論（

（3
（

」
に
は
そ
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
計
成
は
「
市
井（

（3
（

は
園
す
る
べ
か
ら

ず
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
も
、「
も
し
こ
の
地
に
庭
園
を
つ
く
る
場
合

は
、
必
ず
靜
寂
で
隔
絕
し
た
地
を
選
ん
で
お
く
べ
き
で
あ
る
。
隣
は
俗
世
間
に
近

い
と
は
い
っ
て
も
、
門
を
閉
ざ
せ
ば
喧
騷
を
覆
い
塞
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。（
中
略
）

繫
華
な
場
所
に
幽
靜
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
な
ら
、
ど
う
し
て
近
く
を
捨
て

て
、
遠
く
に
行
こ
う
と
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
」
と
、
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ

の
姿
勢
に
對
し
て
、
田
中
淡
は
「
苦
し
紛
れ
の
よ
う
に
聞
こ
え
な
く
も
な
い
け
れ

ど
も
、
實
際
の
と
こ
ろ
は
、
む
し
ろ
都
市
の
庭
園
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

情
況
が
お
お
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。」
と
、
記
述
の
背
景
に
明
代
都
市
の
發
展

と
、
そ
こ
に
居
を
構
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
士
大
夫
の
存
在
が
あ
る
こ
と
を

推
測
し
て
い
る
。

　
明
代
都
市
庭
園
の
實
態
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
、
更
に
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

ク
レ
イ
グ
・
ク
ル
ナ
ス
『
明
代
中
國
の
庭
園
文
化
　

み
の
り
の
場
所
／
場
所
の
み

の
り
』「
Ⅱ
　

美
學
の
庭
園（

（3
（

」
を
參
照
す
る
と
、
當
時
の
士
大
夫
階
級
や
富
裕
な
地

主
階
級
に
お
い
て
は
、「
經
濟
的
な
園
藝
」
と
「
美
學
的
な
園
藝
」
と
の
分
裂
が

始
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
卽
ち
、
世
界
經
濟
に
銀
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
經
濟
が
發
展
し
、
新
興
層
の
抬
頭
に
よ
っ
て
既
得
權
益
が
脅
か
さ
れ
て
い
た

彼
ら
は
、
街
中
に
溢
れ
て
い
た
果
樹
園
―
そ
こ
に
は
、
葱
や
薤
の
よ
う
な
經
濟
的

に
價
値
の
あ
る
草
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
―
と
自
ら
の
住
居
空
間
を
隔
絕
す
る
た

め
に
、
自
邸
に
珍
奇
な
花
木
を
植
栽
す
る
こ
と
で
、
庭
園
を
「
現
實
的
な
も
の
か

ら
非
日
常
的
か
つ
人
工
的
な
も
の
へ
と
移
行
」
さ
せ
、
權
威
付
け
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
ら
は
大
量
消
費
社
會
に
疲
弊
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
隱
遁
へ
の
願
望

を
抱
き
つ
つ
も
、
便
利
な
都
市
か
ら
住
居
を
移
す
こ
と
自
體
は
避
け
た
い
と
い
う

意
識
を
同
時
に
㊒
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
都
市
の
中
に
「
市
隱
」
で
き
る
ミ
ニ
チ

ュ
ア
空
間
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
自
ら
を
都
市
の
喧
騷
か
ら
隔
離
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
こ
こ
ま
で
明
代
庭
園
の
實
態
に
つ
い
て
言
及
し
て
き
た
が
、
同
樣
の
構
造
を
、

江
戶
か
ら
東
京
へ
の
遷
移
過
程
に
お
い
て
も
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。
白
幡
洋
三
郞

「
都
市
と
庭
園
　

近
世
・
近
代
の
連
續（

（4
（

」
は
、
江
戶
時
代
に
お
け
る
江
戶
の
町
を



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

二
五
六

明
治
に
突
入
し
た
こ
と
で
、
次
第
に
近
代
都
市
化
し
て
い
っ
た
。
た
だ
、
近
代
都

市
化
を
推
奬
し
た
明
治
政
府
の
官
僚
集
團
も
、
靑
年
期
も
し
く
は
壯
年
期
ま
で
は

江
戶
の
町
に
生
き
て
お
り
、
普
段
の
公
的
な
仕
事
に
お
い
て
は
近
代
に
生
き
る
他

な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
恐
ら
く
疲
弊
も
生
じ
て
い
た
。
彼
ら
に
は
、
茉
莉
凹
巷

處
の
よ
う
に
、
一
時
的
に
休
息
で
き
る
空
間
―
換
言
す
れ
ば
、
社
會
的
・
政
治
的

立
場
に
關
係
な
く
、
誰
も
が
平
等
に
參
加
で
き
る
、
開
か
れ
た
ア
ジ
ー
ル
―
が
必

要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
空
間
を
よ
り
幻
想
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

江
戶
時
代
と
同
樣
に
中
國
を
想
起
さ
せ
る
ア
イ
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
愛
好
し
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
卽
ち
、
中
國
的
な
も
の
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
營
爲
そ
の
も
の

が
、
江
戶
の
文
人
文
化
を
內
面
化
し
て
い
る
彼
ら
に
安
心
感
を
抱
か
せ
た
の
で
あ

り
、
茉
莉
花
や
そ
れ
に
題
し
た
艷
詩（

（4
（

も
、
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
い
う
よ
り
は
寧
ろ
、
裝

餝
や
演
出
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
茉
莉
花
は
、

桃
源
鄕
に
お
け
る
桃
の
花
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
議
論
か
ら
、
當
時
の
明
淸
文
化
の
產
物
や
理
論
書
か
ら
文
人
が
吸
收
し

た
も
の
に
は
、
單
純
に
文
物
、
調
度
品
に
對
す
る
愛
好
の
精
神
の
み
な
ら
ず
、
都

市
空
間
に
お
い
て
隱
逸
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
空
間
と
し
て
の
意
識

も
含
㊒
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
茉
莉
巷
凹
處
內
に
お
け

る
茉
莉
花
の
存
在
も
、
そ
の
よ
う
な
ミ
ニ
チ
ュ
ア
空
間
を
演
出
す
る
た
め
の
、
一

つ
の
文
化
裝
置
で
あ
っ
た
と
定
義
づ
け
る
こ
と
が
出
來
る
か
も
し
れ
な
い
。
茉
莉

花
の
香
が
充
滿
す
る
庭
園
で
、
文
人
官
僚
た
ち
は
一
時
的
な
現
實
逃
避
の
愉
悅
に

浸
り
つ
つ
、「
茉
莉
花
」
詩
を
詠
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
森
槐
南
に
、「
竹
磎
幽
居
小
集
分
得
垣
字
（
竹
磎
幽
居
に
て
小
集
し
、
分
け
て
垣
の

字
を
得
た
る
。）」（『
槐
南
集
』
卷
十
三
に
所
收
）
と
い
う
七
言
律
詩
が
あ
る
。
そ
の
尾

「
大
小
の
庭
園
が
、
一
つ

一
つ
圍
わ
れ
、
幾
重
に
も

入
籠
の
よ
う
に
存
在
し
て

い
る
庭
園
都
市
」
と
捉
え
、

明
治
時
代
に
突
入
し
て
か

ら
は
政
府
が
そ
の
入
籠
構

造
の
圍
い
を
「
公
園
」
や

「
衟
路
」
の
設
置
を
通
し

て
强
制
的
に
解
體
し
、
近

代
都
市
東
京
に
開
い
て
い

っ
た
と
、
解
說
し
て
い
る
。

政
府
が
そ
の
權
力
を
以
て

し
て
庭
園
都
市
を
解
體
し

た
、
と
い
う
現
象
は
明
の

都
市
事
情
と
は
異
な
る
點

だ
が
、
都
市
の
急
速
な
發

展
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
渾

然
一
體
と
連
動
し
て
い
た

都
市
と
自
邸
が
分
離
し
、

自
邸
の
外
が
「
憩
え
な
い

空
間
」
に
變
貌
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
顚
末
に
お
い

て
は
、
類
似
構
造
が
見
出

せ
る
。

　
江
戶
の
町
は
、
時
代
が

（
圖
三
：
明
代
庭
園
と
茉
莉
凹
巷
處
の
類
似
モ
デ
ル
）

官 僚 の 仙 窟  

茉 莉 花 の 流 行  
士 大 夫 の 逃 避 空 間  

 

≒  

明 代 都 市  

明 代 庭 園 茉 莉 凹 巷 處  

 

明 治 東 京  



茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
茉
莉
花
と
「
茉
莉
花
」
詩
に
つ
い
て

二
五
七

聯
の
み
揭
げ
よ
う
。

7
危
闌
倚
盡
添
依
戀
、
8
宛
似
當
年
茉
莉
園
。

　
危
闌
に
倚
り
盡
く
し
て
依
戀
を
添
へ
、
宛
も
似
た
り
當
年
の
茉
莉
園
。

　「
危
闌
」
は
高
所
に
あ
る
手
す
り
、「
依
戀
」
は
慕
わ
し
く
思
う
氣
持
ち
を
指
す
。

こ
の
詩
題
に
あ
る
「
竹
磎
」
と
は
森
槐
南
の
弟
子
森
川
竹
磎
を
指
し
、
彼
が
詞
作

活
動
を
行
っ
て
い
た
時
代
に
は
、
既
に
往
年
の
茉
莉
巷
凹
處
は
引
き
拂
わ
れ
て
い

た
。
森
槐
南
は
、
自
身
及
び
父
春
濤
の
詩
活
動
の
據
點
で
あ
っ
た
茉
莉
巷
凹
處
自

體
を
、
往
時
の
榮
光
の
象
徵
と
し
て
捉
え
、
そ
の
ひ
と
と
き
の
復
活
を
森
川
竹
磎

の
幽
居
に
見
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
茉
莉
園
詩
派
の
詩
人
群
像
の
存
在
は
、
時
が
經
過
し
、
世
間
か
ら
は

彼
ら
の
存
在
が
す
っ
か
り
忘
却
さ
れ
て
し
ま
う
に
つ
れ
て
、
益
々
「
往
時
を
懷
古

す
る
」
哀
愁
を
伴
っ
て
描
寫
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
大
正
期
の
「
支
那
趣

味
」
に
耽
溺
し
た
小
說
家
の
作
品
中
に
は
、
本
稿
で
觸
れ
た
永
井
荷
風
に
つ
い
て

は
言
を
俟
た
な
い
と
し
て
、
芥
川
龍
之
介
や
谷
崎
潤
一
郞
の
隨
筆
・
小
說
に
も
森

槐
南
や
、
永
坂
石
埭
の
名
が
見
え
る（

（4
（

。
茉
莉
園
詩
派
の
詩
人
が
明
淸
文
化
の
產
物

に
魅
了
さ
れ
、
未
だ
見
ぬ
大
陸
、
中
國
文
化
へ
の
憧
憬
を
抱
い
て
い
た
こ
と
は
既

に
述
べ
た
が
、
觀
方
を
變
え
れ
ば
、
大
正
期
に
お
け
る
「
支
那
趣
味
」
は
、
こ
の

原
初
的
な
憧
憬
を
昇
華
し
た
も
の
だ
と
解
釋
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　
入
谷
仙
介
は
、『
近
代
文
學
と
し
て
の
明
治
漢
詩
』
に
お
い
て
「
表
現
者
の
極

北
」
と
い
う
章
を
設
け
、
森
槐
南
の
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
藝
術
作
品
と
し
て
の
漢

詩
を
稱
え
る
と
同
時
に
、
そ
の
限
界
を
指
摘
し
た
。
た
し
か
に
、
日
本
に
お
け
る

漢
詩
文
學
と
い
う
領
域
に
お
い
て
は
、
森
槐
南
の
挑
戰
が
最
高
到
達
點
で
あ
り
、

そ
の
後
は
北
原
白
秋
ら
、
別
の
詩
體
を
驅
使
す
る
近
代
人
に
「
文
學
」
の
表
舞
臺

を
讓
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
事
實
だ
ろ
う
。
た
だ
、
先
述
し
た
「
支
那
趣

味
」
の
例
な
ど
を
參
照
す
れ
ば
、
無
意
識
的
で
あ
る
と
は
い
え
、
彼
ら
は
エ
ポ
ッ

ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
役
割
を
擔
っ
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

㊟（
1
）　
揖
斐
高
「
明
治
漢
詩
の
出
發
」（
揖
斐
高
『
近
世
文
學
の
境
界
：
個
我
と
表
現
の

受
容
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
に
收
錄
）
に
詳
し
い
。

（
2
）　『
鷗
外
全
集
：
森
林
太
郞
著
作
集
』
第
四
卷
（
鷗
外
全
集
刊
行
會
、
一
九
二
九
年
）

所
收
。

（
3
）　
槐
南
卽
ち
森
槐
南
は
森
春
濤
の
息
子
。
ま
た
、
夢
香
卽
ち
上
夢
香
は
春
濤
一
派
の

一
員
で
あ
り
、
艷
詩
を
善
く
し
た
。

（
4
）　
日
野
俊
彥
『
森
春
濤
の
基
礎
的
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）「
第
七
章
　

春
濤
と
艷
詩
を
め
ぐ
っ
て
」「
二
『
詩
魔
自
詠
』
引
に
つ
い
て
」
を
參
照
。

（
5
）　
森
春
濤
の
艷
詩
が
近
代
世
界
に
與
え
た
影
响
に
つ
い
て
考
察
し
た
先
行
硏
究
と
し

て
は
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
入
谷
仙
介
『
近
代
文
學
と
し
て
の
明
治
漢
詩
』

（
硏
文
出
版
、
一
九
八
九
年
）
や
齋
藤
希
史
『
漢
文
脈
と
近
代
日
本
』（
角
川
ソ
フ
ィ

ア
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
6
）　
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
谷
崎
潤
一
郞
の
『
刺
靑
』
や
、
與
謝
野
鐵
幹
・
與
謝
野
晶
子

の
『
明
星
』
な
ど
の
文
學
作
品
・
文
學
集
團
を
指
す
。

（
7
）　
例
え
ば
、
前
揭
㊟
（
5
）
入
谷
著
に
お
い
て
論
じ
た
森
春
濤
の
「
憂
愁
」
を
、
そ

の
一
つ
の
囘
答
と
し
て
示
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
8
）　
本
稿
に
お
け
る
詩
句
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
は
、
そ
の
詩
の
最
初
の
句
か
ら
數
え
て
い

る
。

（
9
）　
こ
こ
に
お
け
る
「
詩
派
」
は
、「
詩
家
の
派
別
。」（『
大
漢
和
辭
典
』）
の
意
と
い

う
よ
り
、
今
日
の
觀
點
か
ら
見
れ
ば
森
春
濤
・
森
槐
南
を
中
心
と
し
た
交
友
圈
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
意
と
捉
え
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
。

（
10
）　
本
稿
で
は
以
後
、「
森
春
濤
と
そ
の
子
息
の
森
槐
南
が
形
成
し
た
詩
派
」
を
指
す

テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
ー
ム
と
し
て
、
こ
の
「
茉
莉
園
詩
派
」
を
用
い
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
六
集

二
五
八

（
11
）　『
前
田
愛
著
作
集
』
第
一
卷
「
幕
末
・
維
新
期
の
文
學
　
成
島
柳
北
」（
筑
摩
書
房
、

一
九
八
九
年
）
所
收
。
引
用
部
分
は
、
該
書
の
一
九
一
～
一
九
三
頁
に
基
づ
く
。

（
12
）　
久
保
田
金
僲
編
『
下
谷
上
野
』（
松
坂
屋
、
一
九
二
九
年
）
所
收
。
引
用
部
分
は
、

該
書
の
一
～
二
八
頁
に
基
づ
く
。

（
13
）　
森
春
濤
詩
抄
刊
行
會
、
一
九
八
〇
年
。
引
用
部
分
は
、
該
書
の
四
頁
に
基
づ
く
。

（
14
）　
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
藏
、
一
八
八
一
年
。

（
15
）　
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
編
譯
『
大
河
內
文
書
　

明
治
日
中
文
化
人
の
交
流
』（
平
凡

社
、
一
九
六
四
年
）、
九
六
頁
よ
り
引
用
。
こ
の
場
面
で
は
、
森
春
濤
が
淸
國
の
人

に
、
茉
莉
巷
凹
處
の
名
づ
け
の
由
來
に
つ
い
て
說
明
し
て
い
る
。

（
16
）　「
茉
莉
祠
」
は
、
摩
利
支
天
德
大
寺
を
指
す
。
こ
の
律
詩
に
森
春
濤
は
、「
茉
莉
原

名
柰
花
（
茉
莉
の
原
名
は
柰
花
）」
と
㊟
し
て
い
る
。

（
17
）　「
茉
莉
祠
下
作
」
に
、
以
下
の
よ
う
な
題
註
が
あ
る
。「
茉
莉
夫
人
爲
波
斯
匿
王
次

妃
卽
諸
天
中
摩
利
支
天
所
稱
鬼
子
母
事
見
瓔
珞
經
及
法
苑
珠
林
又
見
舒
鐵
雲
詩
序
及

張
三
丰
集
（
茉
莉
夫
人
は
波
斯
匿
王
の
次
妃
た
り
、
卽
ち
諸
天
の
中
摩
利
支
天
の
鬼

子
母
と
稱
す
る
所
、
事
は
瓔
珞
經
及
び
法
苑
珠
林
に
見
え
、
又
た
舒
鐵
雲
の
詩
序
及

び
張
三
丰
集
に
見
ゆ
。）」。「
舒
鐵
雲
の
詩
序
」
と
は
、
舒
鐵
雲
の
別
集
『
甁
水
齋
詩

集
』
卷
七
に
「
茉
莉
夫
人
鬼
磨
詞
」
と
い
う
七
言
律
詩
が
見
え
、
そ
の
詩
序
の
こ
と

を
指
し
て
い
る
。

（
18
）　「
芭
蕉
」
と
「
茉
莉
」
が
一
聯
の
中
に
登
場
す
る
日
本
漢
詩
の
先
例
と
し
て
、
江

戶
中
期
・
六
如
の
「
病
中
値
立
秋
（
病
中
立
秋
に
値
ふ
）」（『
六
如
庵
詩
鈔
』
卷
三

に
所
收
）
と
い
う
七
言
律
詩
の
頷
聯
に
「
芭
蕉
葉
戰
瀟
瀟
雨
、
茉
莉
花
香
細
細
風
。

（
芭
蕉
の
葉
は
戰
ぐ
瀟
々
た
る
雨
に
、
茉
莉
の
花
は
香
る
細
々
た
る
風
に
。）」
と
あ

る
。
他
に
も
、
江
戶
後
期
・
賴
山
陽
に
「
贈
元
瑞
以
茉
莉
（
元
瑞
に
贈
る
に
茉
莉
を

以
て
す
）」（『
山
陽
詩
鈔
』
卷
六
・
六
丁
に
所
收
）
と
い
う
七
言
絕
句
が
あ
り
、
ま

た
、
明
治
初
期
に
は
星
野
履
「
茉
莉
花
」（
大
沼
枕
山
編
『
下
谷
吟
社
詩
』
上
に
所

收
）
と
い
う
七
言
絕
句
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
森
春
濤
以
前
か
ら
茉
莉
花

は
既
に
、
屢
々
詩
の
題
材
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ

ま
で
の
茉
莉
花
は
あ
く
ま
で
詩
材
で
あ
り
、
詩
社
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
連
續
性
と

共
同
體
性
を
も
た
せ
た
こ
と
は
、
こ
れ
以
前
に
は
な
か
っ
た
。

（
19
）　「
雪
玲
瓏
」
は
、
茉
莉
花
の
花
び
ら
の
色
が
雪
の
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で

あ
る
。「
茉
莉
花
」
詩
に
お
い
て
は
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
り
、
こ
の
表
現
は
茉

莉
花
の
「
涼
や
か
さ
」
を
强
調
し
て
い
る
と
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
20
）　『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
第
二
卷
第
十
一
號
（
一
八
九
九
年
）
所
收
。

（
21
）　
該
當
部
分
の
原
文
は
、「
1
原
是
胡
地
產
、
2
後
向
南
海
移
。
…
11
木
犀
未
開
候
、

12
石
榴
初
謝
時
。
13
纖
纖
美
人
手
、
14
摘
將
穿
綵
絲
。
…
19
又
聞
閩
山
裏
、
20
蒿
萊

人
視
之
。
…
」
で
あ
る
。

（
22
）　『
花
⺼
新
誌
』
第
十
五
號
（
花
⺼
社
、
一
八
七
七
年
）
の
六
～
七
頁
に
記
載
。

（
23
）　「
茉
莉
園
詩
派
の
㊒
す
る
政
治
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
關
連
し
て
、
合
山
林
太
郞

『
幕
末
・
明
治
期
の
日
本
漢
詩
文
の
硏
究
』
は
、
仲
間
う
ち
で
次
韻
を
大
量
に
繰
り

﨤
し
、
外
國
人
相
手
に
も
そ
れ
を
要
求
す
る
森
槐
南
と
そ
の
周
邊
詩
人
た
ち
の
行
爲

は
、
彼
ら
特
㊒
の
慣
習
と
し
て
世
間
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
、
批
判
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
野
山
嘉
正
『
日
本
近
代
文
學
の
詩
と
散
文
―
明
治
の
視

角
か
ら
―
』（
明
治
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
は
小
野
湖
山
と
成
島
柳
北
を
比
較
し
、

當
時
小
野
湖
山
・
森
春
濤
の
周
邊
に
お
い
て
次
韻
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
は
、

自
ら
が
新
政
府
の
眷
顧
を
得
て
い
た
こ
と
の
喜
び
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
、
と
推
測
し
て
い
る
。

（
24
）　『
國
語
國
文
』
第
七
十
五
號
、
二
〇
〇
六
年
。
八
頁
の
引
用
部
分
は
、
當
該
論
文

の
十
三
頁
に
基
づ
く
。

（
25
）　『
趣
味
の
友
』（
一
九
一
七
年
九
⺼
一
日
）
所
收
。

（
26
）　「
花
⺼
會
席
上
分
韻
得
歌
賦
此
送
坪
井
咬
菜
（
孝
）
游
越
後
　

其
二
」
の
現
代
語
譯

は
次
の
よ
う
に
な
る
。「
森
春
濤
翁
が
越
後
の
地
を
去
っ
て
か
ら
、
い
っ
た
い
何
年

經
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
七
十
二
の
橋
に
は
、
若
々
し
い
柳
が
多
く
生
え
て
い
る
だ
ろ



茉
莉
園
詩
派
に
お
け
る
茉
莉
花
と
「
茉
莉
花
」
詩
に
つ
い
て

二
五
九

う
。
一
方
私
は
も
う
既
に
白
髮
で
あ
り
、
酒
器
の
前
で
昔
話
を
で
き
る
人
は
も
う
殆

ど
い
な
い
。
氣
が
滅
入
っ
て
い
る
が
、
森
春
濤
翁
が
作
り
、
一
世
を
風
靡
し
た
竹
枝

の
歌
は
今
な
お
殘
っ
て
い
る
。」
ま
た
、
永
井
禾
原
は
こ
の
詩
に
「
春
濤
翁
遺
著
㊒

新
潟
竹
枝
（
春
濤
翁
の
遺
著
に
新
潟
竹
枝
㊒
り
。）」
と
自
註
を
つ
け
て
い
る
。

（
27
）　
こ
の
詩
の
結
句
は
、
森
春
濤
が
詩
壇
に
お
い
て
最
も
活
發
に
活
動
し
て
い
た
一
八

八
一
年
に
上
梓
し
た
「
新
潟
竹
枝
」
が
、
か
つ
て
大
い
に
持
て
囃
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
い
る
。

（
28
）　
ア
ー
ト
ラ
イ
フ
社
、
二
〇
一
九
年
。

（
29
）　
な
お
、
永
井
禾
原
の
中
國
趣
味
の
萌
芽
は
、
彼
が
一
八
九
七
年
に
退
官
し
て
上
海

に
渡
航
す
る
以
前
よ
り
、
既
に
芽
生
え
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
來
靑
閣
集
』

卷
一
に
は
一
八
六
七
年
～
一
八
九
六
年
の
作
品
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
か
ら

は
森
槐
南
や
永
坂
石
埭
、
そ
し
て
來
日
し
て
い
た
王
桼
園
ら
淸
末
の
文
人
と
交
流
し

た
形
跡
が
既
に
見
ら
れ
、
ま
た
「
秋
日
書
感
次
吳
梅
村
（
偉
業
）
壁
幅
詩
韻
（
秋
日

書
感
。
吳
梅
村
（
偉
業
）
の
壁
幅
詩
韻
に
次
す
。）」
と
い
う
七
言
律
詩
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
中
國
由
來
の
文
物
を
愛
好
す
る
精
神
は
、
渡
航
前
に
既
に
釀
成
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
永
井
禾
原
の
中
國
趣
味
は
、
明
淸
の
書
籍
か
ら
空
想

上
の
中
國
を
思
い
描
く
こ
と
に
留
ま
っ
て
い
た
江
戶
期
の
中
國
趣
味
の
延
長
線
上
に

あ
る
も
の
の
、
實
際
に
上
海
に
赴
き
、
現
地
の
文
人
と
交
流
で
き
た
こ
と
は
、
彼
に

ア
ジ
ー
ル
と
し
て
の
中
國
を
再
認
識
さ
せ
、
日
本
の
文
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て

培
わ
れ
た
中
國
へ
の
憧
憬
を
よ
り
促
進
さ
せ
た
と
い
う
意
味
で
、
江
戶
期
と
は
異
な

る
、
明
治
期
特
㊒
の
性
質
を
㊒
し
て
い
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
30
）　
便
利
堂
、
一
九
六
五
年
。

（
31
）　
淡
交
社
、
二
〇
〇
六
年
。
十
頁
の
引
用
部
分
は
、
該
書
の
七
六
頁
に
基
づ
く
。

（
32
）　『
和
漢
比
較
文
學
』
第
六
十
三
號
、
二
〇
一
九
年
。

（
33
）　
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
七
年
。

（
34
）　
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
。
引
用
部
分
は
、
該
書
の
二
四
三
頁
に
基
づ
く
。

（
35
）　
裳
華
房
、
一
九
〇
七
年
。

（
36
）　『
共
愛
學
園
前
橋
國
際
大
學
論
集
』
第
二
十
號
、
二
〇
二
〇
年
。
引
用
部
分
は
、

當
該
論
文
の
三
九
頁
に
基
づ
く
。

（
37
）　『
⺼
刊
し
に
か
』（
一
九
九
四
年
二
⺼
號
）
所
收
。

（
38
）　「
市
井
」
は
都
市
を
指
す
。
ま
た
引
用
部
分
は
、
當
該
論
文
の
三
三
頁
に
基
づ
く
。

（
39
）　
靑
土
社
、
二
〇
〇
八
年
。
以
下
の
記
述
は
、
本
書
の
八
六
～
一
二
〇
頁
に
基
づ
く
。

（
40
）　
大
塚
信
一
『
都
市
文
化
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
所
收
。
以
下
の
記
述
は
、

本
書
の
五
六
、
五
七
頁
に
基
づ
く
。

（
41
）　
森
春
濤
・
森
槐
南
と
そ
の
周
邊
人
物
に
と
っ
て
艷
詩
、
艷
的
な
詩
語
、
そ
し
て
詩

に
お
け
る
艷
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
關

し
て
、
例
え
ば
森
槐
南
の
「
夢
說
」（『
新
文
詩
』
第
五
十
集
に
所
收
）
に
は
、
夢
の

中
で
は
海
棠
の
近
く
で
美
人
と
戲
れ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
現
實
世
界
で
は
あ
ば
ら

屋
で
過
ご
す
し
か
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
一
節
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
、
夢
想
の
世

界
に
遊
ぶ
た
め
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
艷
的
な
モ
チ
ー
フ
を
捉
え
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
茉
莉
花
の
存
在
や
、
中
國
趣
味
も
、
そ
の
よ
う
な
艷

や
か
な
夢
想
の
世
界
を
演
出
す
る
た
め
の
、
一
つ
の
手
掛
か
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
42
）　
谷
崎
潤
一
郞
の
『
鶴
唳
』（「
中
央
公
論
」（
一
九
二
一
年
七
⺼
））
と
い
う
支
那
趣

味
小
說
に
は
「
槐
南
」
の
名
が
見
え
、
ま
た
芥
川
龍
之
介
の
『
松
江
印
象
記
』（「
松

陽
新
報
」（
松
陽
新
報
社
、
一
九
一
五
年
））
に
は
、
永
坂
石
埭
が
詠
じ
た
明
麗
な
る

宍
衟
湖
の
風
光
が
既
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
く
描
寫
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、「
支
那
趣
味
」
に
耽
溺
し
た
大
正
期
の
文
人
に
も
、
茉
莉
園
詩
派
の
詩
人
の
存

在
は
依
然
と
し
て
强
く
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。


